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今月の主な内容

消防庁長官表彰  受賞 P.２………

救急患者輸送車運転員募集！ P.４……

勝浦の町ひな祭り一色に
大盛況でフィナーレ P.３……………

人口動態職業・産業調査にご協力を P.６…

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ P.９…

提案公募型助成事業助成金
あなたの一歩をお手伝いします

〜あなたの一歩助成金〜 P.８…………

４/４(日)

開 催

４/11(日)
まで生名ロマン街道ぼんぼり点灯生名ロマン街道ぼんぼり点灯

勝浦さくら祭り勝浦さくら祭り



消
防
庁
長
官
表
彰
受
賞

消
防
団
地
域
活
動
表
彰

勝
浦
町
消
防
団
は
、
平
常
時
の

消
防
団
活
動
に
対
す
る
取
り
組
み

や
社
会
環
境
の
変
化
に
適
応
し
て

消
防
団
員
の
確
保
が
で
き
て
い
る

と
し
て
、
二
月
二
十
五
日
東
京
の

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
て
消
防
団

等
地
域
活
動
表
彰
を
消
防
庁
長
官

か
ら
受
賞
し
ま
し
た
。

永
年
勤
続
功
労
章

消
防
団
副
団
長

生

家

道

雄

殿

消
防
団
員
と
し
て

永
年
勤
続
し
、
そ
の

勤
務
成
績
が
優
秀
か

つ
他
の
模
範
と
な
る

と
認
め
ら
れ
た
た
め
、

永
年
勤
続
功
労
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
さ
く
ら
祭
り

四
月
四
日
(日)

人
形
文
化
交
流
館
に
て
開
催
！

生
名
ロ
マ
ン
街
道

夜
桜

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯

四
月
十
一
日
(日)
ま
で

�

平
成
二
十
一
年
度
朝
桐
奨
学
賞
に
、

山
田
健
太
さ
ん
と
清
水
弥
生
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
・
故
朝
桐
猪

平
氏
の
尊
い
ご
遺
志
を
遺
す
た
め
、
ご

遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ
た
資
金
で
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒

業
す
る
生
徒
の
中
か
ら
優
秀
な
方
に
贈

ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

朝

桐

奨

学

賞

九
か
年
皆
勤
賞

平
成
二
十
一
年
度
、
勝
浦
中
学
校
を

卒
業
す
る
生
徒
の
中
で
、
小
学
校
・
中

学
校
と
す
べ
て
皆
勤
で
あ
っ
た
富
本
里

加
子
さ
ん
に
町
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

毎
日
の
健
康
管
理
等
、
九
年
間
の
す

ば
ら
し
い
努
力
の
賜
物
と
い
え
ま
す
。

引
き
続
き
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

清 水 弥 生 さん

（生名)
山 田 健 太 さん

（中山)

富本里加子 さん

（生名)



勝
浦
さ
く
ら
祭
り

四
月
四
日
(日)

人
形
文
化
交
流
館
に
て
開
催
！

生
名
ロ
マ
ン
街
道

夜
桜

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯

四
月
十
一
日
(日)
ま
で

３

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
便
り

勝浦町学校支援ボランティア代表の皆さん

徳島県教育委員の皆さん

二
月
五
日
(金)
に
徳
島
県
教
育
委
員
（
山
田
喜
三
郎
教
育
委
員
長
を
は

じ
め
六
名
）
が
勝
浦
町
役
場
を
訪
問
し
、
勝
浦
町
学
校
支
援
地
域
本
部

の
活
動
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

が
事
業
の
実
施
状
況
を
説
明
し
た
後
、「
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
と
し
て
、

徳
島
県
教
育
委
員
さ
ん
が
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
六
名
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
詳
細
は
町
広
報
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

勝
浦
町
学
校
支
援
地
域
本
部

事
務
局
（
勝
浦
町
教
育
委
員
会
内
）

（
４
２
）２
５
１
５

Ｉ
Ｐ
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
二
月
二
十
一
日
に
開
幕

し
た
「
第
二
十
二
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
。
新
聞
や
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
報
道
が
続
き
、

連
日
大
盛
況
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
た
ひ
な
飾
り
を
設
置
し
大
好
評
で
し
た
。

◆
各
沿
道
に
ひ
な
飾
り

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
ま
っ

た
、
「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」
を
中
心
と

し
た
「
奥
座
敷
」
も
今
回
で
九
年
目
と
な
り
、

ア
イ
デ
ア
を
こ
ら
し
た
創
造
豊
か
な
ひ
な
飾
り

と
と
も
に
、
家
々
の
軒
先
に
も
お
ひ
な
様
が
飾

ら
れ
、
道
行
く
人
々
の
な
ご
み
街
道
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
終
点
の
森
本
家
の
ひ
な
飾
り

に
は
静
寂
の
な
か
に
、
雅
や
か
な
世
界
が
創
り

だ
さ
れ
大
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
西
岡
商
店
街
や
勝
浦
中
央
商

店
街
の
住
民
の
方
の
協
力
に
よ
り
、
軒
先
に
ひ

な
飾
り
が
出
現
し
、
今
年
か
ら
生
名
ロ
マ
ン
街

道
で
は
、
ひ
な
人
形
と
子
供
の
書
展
が
開
催
さ

れ
、
町
全
体
が
ひ
な
祭
り
一
色
と
な
り
、
町
内

外
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

◆
各
イ
ベ
ン
ト
に
大
反
響

今
回
は
今
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
た
ひ
な
飾
り
の
設
置
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

お
雛
さ
ま
の
ミ
ニ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
り
、
そ

こ
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。
暗
闇

の
中
に
凛
と
飾
ら
れ
た
お
ひ
な
様
は
大
勢
の
人

の
心
を
魅
了
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
阿
波
踊
り
や
人
形
浄
瑠
璃
・
琴

演
奏
等
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
来
場

者
の
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
第
二
十
三
回

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
に
向
か
っ
て

実
行
委
員
会
の
目
標
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

勝
浦
」
は
、
誇
る
べ
き
日
本
文
化
で
あ
る
ひ
な

人
形
を
、
世
界
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
と
、

勝
浦
の
知
名
度
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、
「
世

界
の
勝
浦
」
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
ぐ
る
み
の
ひ
な
祭
り
が

不
可
欠
で
あ
り
、
今
回
の
家
々
の
ひ
な
飾
り
は
、

新
し
い
息
吹
と
し
て
、
町
民
み
な
さ
ん
の
理
解

と
協
力
に
感
謝
し
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

ご
意
見
と
ア
イ
デ
ア
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

《
問
い
合
わ
せ
》

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

（
４
２
）４
３
３
４

徳
島
県
教
育
委
員
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

大
盛
況
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

������������������������



勝
浦
さ
く
ら
祭
り

四
月
四
日
(日)

人
形
文
化
交
流
館
に
て
開
催
！

生
名
ロ
マ
ン
街
道

夜
桜

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯

四
月
十
一
日
(日)
ま
で

４

ラア カ ル ト報情

健
康
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
目
的
で
、
平
成
十
一
年
度
か

ら
男
性
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
員
は
十
八

名
で
、
食
事
を
通
じ
て
楽
し
く
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
の
新
規
会
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

開
催
回
数

年
六
回

（
偶
数
月
の
第
三
土
曜
日
）

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

容

主
に
生
活
習
慣
病
予
防

食
講
習
（
糖
尿
病
な
ど
）

会

費

入
会
時
三
千
円
必
要

申
し
込
み
先

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）
１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

実
施
主
体

社
会
福
祉
法
人

勝
寿
会

実
施
対
象
者

十
八
歳
以
上
で
将
来
に
わ
た
り
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
意
欲
の
あ
る
方

場

所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

喜
楽
苑

実
施
期
間

四
月
十
二
日
～
六
月
十
九
日

開
講
時
間

月
・
水
曜
日

午
後
六
時
～
九
時

土
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

受

講

料

七
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
大
字
棚
野
字
竹
国
十
三
番
地
一

社
会
福
祉
法
人

勝
寿
会
〈
担
当
〉
前
川

（
４
２
）
３
７
０
０

救
急
患
者
輸
送
車
の
運
転
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
希
望
の
方
は
、
履
歴
書
に
記
入

（
顔
写
真
添
付
）
の
上
、
運
転
履
歴
証

明
書
を
添
え
て
役
場
総
務
税
務
課
ま
で

応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員

一
名

勤
務
時
間

午
前
七
時
～
翌
日
午
前
七
時

（
一
日
勤
務
、
二
日
休
日
）

賃

金

月
額
二
十
万
円
程
度

雇
用
期
間

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
～

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

（
期
間
満
了
後
、
継
続
契
約
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
普
通
免
許
を
保
持
し
、
三
年
以
上
の
運

転
歴
が
あ
り
、
過
去
三
年
間
に
重
大
事

故
等
に
よ
る
免
許
停
止
等
の
処
分
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

徳
島
県
指
定
介
護
員

養
成
研
修
二
級
課
程

受
講
生
募
集
に
つ
い
て

「
男
の
料
理
教
室
」

会
員
募
集
！

次
の
と
お
り
学
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

学

童

ク

ラ

ブ

募

集

員

学童クラブ名称 ちゃいるどクラブ たけのこクラブ

場 所 生比奈小学校東側 横瀬小学校西側

生 活 内 容 下校→宿題→遊び→おやつ→片付け→帰宅
その他体力づくり、読み聞かせなど

保 育 時 間
下校時～19:00 下校時～18:30

平 日

土曜・長期休暇・臨時休校日 ７:30～19:00 ７:30～18:30

休 日
日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月４日）

日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月３日）

保

育

料

平常保育
５･６･９･10･11月 ７,０００円/月 低学年 ７,０００円/月

高学年 ４,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ６,０００円/月
高学年 ３,５００円/月

長期休暇を含む月
４･７･12･１･３月 ８,０００円/月

低学年 ８,０００円/月
高学年 ６,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ７,０００円/月
高学年 ５,５００円/月

長期休暇月 ８月 １３,０００円/月 １０,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童 ８,０００円/月

長期休暇のみ
夏休み（７月）
夏休み（８月）
冬休み
春休み

４,０００円
１２,０００円
４,０００円
６,０００円

入 会 金 ３,０００円/人
申 込 先 各学童クラブ
申込時間帯 平日 13:00～16:00

問い合わせ先 ちゃいるどクラブ事務局
４２－３８８４

たけのこクラブ事務局
４２－２０５５

救
急
患
者
輸
送
車

運
転
員
募
集
！
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��



勝
浦
さ
く
ら
祭
り

四
月
四
日
(日)

人
形
文
化
交
流
館
に
て
開
催
！

生
名
ロ
マ
ン
街
道

夜
桜

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯

四
月
十
一
日
(日)
ま
で

５

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会

第
十
七
回

総
会
参
加
者
募
集

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
で
は
、

総
会
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
町
民
の
方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

五
月
二
十
三
日
(日)

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
四
時

※
午
前
六
時
三
十
分
勝
浦
町
発
、

午
後
八
時
帰
町
予
定

場

所

ノ
ボ
テ
ル
甲
子
園
（
西
宮
市
）

０
７
９
８
（
４
８
）
１
１
１
１

内

容

総
会
、
講
演
会
、
懇
親
会

（
阿
波
踊
り
「
や
っ
こ
連
」
や
国
清
晴
代

様
に
よ
る
日
本
舞
踊
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
）
を
予
定

会

費

一
万
円
／
人

※
当
日
会
場
で
い
た
だ
き
ま
す

交
通
手
段

観
光
バ
ス
に
て
送
迎

申
込
方
法

四
月
三
十
日
(金)
ま
で
に
勝

浦
町
産
業
建
設
課
へ
お
申
込
く
だ
さ

い
。

（
４
２
）
１
５
０
５

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

そ
の
他

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
に
、
加
入

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
の
友
人
や
親
戚
・
家

族
の
方
で
、
近
畿
在
住
の
方
を
ご
紹
介

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ

三
月
号
で
案
内
中
の
総
会
欠
席
者
用

の
年
会
費
振
り
込
み
用
紙
へ
の
口
座
番

号
印
字
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

記
号
番
号
「
０
０
９
１
０
＝
７
＝
２

８
８
４
８
」
加
入
者
名
「
近
畿
か
つ
う

ら
ふ
る
さ
と
会
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
事
務
局

〈
藪
内
威
美
〉

０
７
２
５（
５
３
）０
４
５
０

〈
田
村

功
〉

０
６（
６
９
６
５
）６
３
９
０

保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
お
子

さ
ん
の
お
母
さ
ん
、
子
育
て
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
か
？

勝
浦
み
か
ん
保
育
園
で
は
、
ご

家
庭
の
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

★
子
育
て
サ
ロ
ン

こ
あ
ら
組

毎
週
水
曜
日

◎
四
月
は
、
七
日
、
十
四
日
、

二
十
一
日
、
二
十
八
日
に

実
施
し
ま
す
。

保
育
士
が
い
ろ
ん
な
遊
び
を
提

供
し
ま
す
。

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、

季
節
の
行
事
や
制
作
遊
び
、
体
育

遊
び
な
ど
、
ま
た
専
門
の
先
生
を

招
い
て
英
語
や
音
楽
遊
び
も
行
い

ま
す
。

ま
た
、
発
育
測
定
と
し
て
身
長
、

体
重
等
の
測
定
も
行
い
ま
す
。

★
園
庭
解
放

毎

日
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

★
子
育
て
相
談

毎

日
午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時
三
十
分

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

子
育
て
で
不
安
に
思
う
こ
と
が

あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
育
園
の

（
４
２
）
２
２
４
６

で
お
受
け
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
（
旧
わ
ん
ぱ
く
教
室
）

を
勝
浦
み
か
ん
保
育
園
（
旧
横
瀬

保
育
所
）
に
移
し
て
実
施
し
ま
す
。

一度保育園に遊びに
来てください。
お待ちしています！

子育て

支援センター

事業から

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

四
月
十
五
日
(木)

午
後
二
時
～
三
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
四

月
七
日
(水)
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
（
予
約
を
さ
れ
た
方
に
は
詳

細
に
つ
い
て
の
通
知
を
し
ま
す
）
予

約
が
な
い
方
は
、
当
日
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

発
達
相
談
の

実
施
に
つ
い
て



勝
浦
さ
く
ら
祭
り

四
月
四
日
(日)

人
形
文
化
交
流
館
に
て
開
催
！

生
名
ロ
マ
ン
街
道

夜
桜

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯

四
月
十
一
日
(日)
ま
で

16６

平
成
二
十
二
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
金
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度

就
学
援
助
制
度

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る

家
庭
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食

費
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ

た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働

者
を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日
(木)
～
二
十
日
(火)

（
土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ

い
て
は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

４
２
（
２
５
１
５
）
・
Ｉ
Ｐ
０
５
０

（
３
４
３
８
）
７
１
４
８
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨

学
金
を
貸
し
付
け
し
、
社
会
有
用
の
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
無

利
子
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
一
日
(木)
～
二
十
日
(火)

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

生
・
大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算

の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

【
入
学
準
備
金
】

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
（
住
民
票
ま
た
は
戸

籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の

写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
（
収
入

基
準
表
参
考
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、

書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

４
２
（
２
５
１
５
）
・
Ｉ
Ｐ
０
５
０

（
３
４
３
８
）
７
１
４
８
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
が
毎
年
実
施
し
て
い
る

人
口
動
態
調
査
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
出

生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
各

届
出
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。
本
年
は
国

勢
調
査
の
年
に
あ
た
る
た
め
、
届
書
に

職
業
の
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
厚
生
労
働
行
政

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期

間
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
～

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

対

象

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

方

法

各
届
書
の
届
出
時
に
職
業
欄

に
記
入
（
死
亡
届
は
産
業
欄
も
記
入
）

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

■

四
月

全
教
室
参
加
無
料

各
教
室
の
四
月
の
参
加
料
が
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
他

の
教
室
に
も
参
加
し
て
、
週
二
回
の
運

動
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
各
教
室
案

内
は
チ
ラ
シ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別
企
画

ミ
ス
テ
リ
ー
シ
ョ
ー
ト
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
＆
野
外
ラ
ン
チ

内

容

勝
浦
町
民
体
育
館
～
ふ
れ
あ

い
の
里
さ
か
も
と
ま
で
ミ
ス
テ
リ
ー

ル
ー
ト
を
歩
き
ま
す
。
野
外
で
昼
食

（
ピ
ザ
、焼
き
そ
ば
等
）
を
食
べ
た
り
、

楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日

時

五
月
一
日
(土)

午
前
九
時
四
十
五
分

場

所

勝
浦
町
民
体
育
館

参
加
費

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
会
員
一
般
（
中

学
生
以
上
）
千
円
・
小
学
生
五
百
円

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
会
員
外
一
般

（
中
学
生
以
上
）
千
三
百
円
・
小
学

生
八
百
円
（
参
加
費
・
昼
食
代
・
保

険
代
等
）

申
込
み

四
月
二
十
日
(火)
ま
で
に

事
務
局
に
て
受
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）３
６
７
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）８
３
０
５

Ｅ
メ
ー
ル

kfriends@27.fan-site.net

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
スhttp://kfriends.fan-

site.net/index.html

人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
に
ご
協
力
を

Ｋ-

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
よ
り

お
知
ら
せ

��
��
��
��



勝
浦
さ
く
ら
祭
り

四
月
四
日
(日)

人
形
文
化
交
流
館
に
て
開
催
！

生
名
ロ
マ
ン
街
道

夜
桜

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯

四
月
十
一
日
(日)
ま
で

７

身
体
な
ど
に
障
害
を
有
す
る
人
が
所

有
す
る
自
動
車
で
本
人
ま
た
は
家
族
等

が
運
転
し
、
専
ら
障
害
者
の
た
め
に
継

続
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

あ
る
一
定
の
条
件
を
も
と

に
軽
自
動
車
税
を
減
免
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
減
免
は
普
通

自
動
車
を
含
め
障
害
者
一

人
に
一
台
限
り
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
の
期
間
ま
で

に
各
障
害
者
手
帳
・
印
鑑
・
運
転
免
許

証
を
ご
持
参
の
上
、
総
務
税
務
課
軽
自

動
車
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

四
月
十
二
日
(月)
～
二
十
三
日
(金)

（
土
・
日
除
く
）

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

勝
浦
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自

立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、

相
談
事
業
者
に
委
託
し
相
談
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
か
、
生
活
す

る
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
相
談
支
援
委
託
先
》

社
会
福
祉
法
人

悠
林
舎

シ
ー
ズ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８
４（
２
４
）３
３
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８
４（
２
３
）０
２
６
３

メ
ー
ル

anan ＠

seeds.or.jp

そ
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者
団
体

（
県
身
体
障
害
者
連
合
会
・
県
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
・
県
精
神
障
害
者
家
族
連

合
会
）
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ

ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
障
害
種
別

で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日

時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場

所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
四
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を

広
げ
、
親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め

る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

※
平
成
二
十
二
年
度
の
活
動
は
、

四
月
二
十
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

《
三
月
活
動
報
告
》

九
日
に
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
の
見
学

に
行
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
お
天

気
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
十
数
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
ひ
な
壇
を
バ
ッ
ク
に
記

念
撮
影
を
し
た
後
、
自
由
に
見
学
し
、

自
分
の
背
と
同
じ
く
ら
い
あ
る
お
人

形
と
並
ん
で
み
た
り
、
奥
に
あ
る
恐

竜
コ
ー
ナ
ー
へ
行
っ
て
「
怖
か
っ
た
ぁ
」

と
は
し
ゃ
い
だ
り
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ
０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３
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行事予定

27日(火) 20日(火)

お
散
歩

横
田
先
生
の
お
歌
、
手
遊
び

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
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◎
飼
い
犬
は
引
き
綱
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
！

（
犬
の
放
し
飼
い
を
し
な
い
こ
と
。
）

飼
い
犬
を
引
き
綱
に
つ
な
が
な
い
で
公
共

の
場
所
を
歩
く
の
は
マ
ナ
ー
違
反
で
す
！

「
う
ち
の
犬
は
イ
イ
子
だ
か
ら
大
丈
夫
！
」

と
思
っ
て
い
る
の
は
飼
主
さ
ん
だ
け
で
す
。

放
し
て
い
る
犬
は
、
道
路
に
飛
び
出
し
た

り
、
畑
を
踏
み
荒
ら
し
た
り
、
他
の
犬
と
ケ
ン
カ
し
た
り
、

他
人
に
飛
び
つ
い
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

犬
の
命
を
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
飼
主
さ
ん
の
義
務
で
す
。

引
き
綱
は
、
あ
な
た
の
犬
の
大
切
な
「
命
綱
」
な
の
で
す
。

◎
犬
の
糞
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

飼
い
犬
が
散
歩
中
に
し
た
糞
を
放
置
す
る
の
は
マ
ナ
ー
違

反
で
す
！
公
園
や
道
路
や
川
土
手
に
犬
の
糞
が
落
ち
て
い
る

の
は
、
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

飼
主
さ
ん
が
責
任
を
も
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
の
オ
シ
ッ
コ
を
他
人
の
家
の
塀
や
門
な
ど
に

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

他
人
の
家
の
塀
や
門
な
ど
に
オ
シ
ッ
コ
を
さ
せ
る
の
は
マ

ナ
ー
違
反
で
す
！

オ
シ
ッ
コ
を
さ
れ
た
家
の
方
は
大
変
迷
惑
を
し
て
い
ま
す
。

犬
が
散
歩
中
、
電
柱
な
ど
に
オ
シ
ッ
コ
を
し
て
い
る
光
景

を
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
犬
の
「
マ
ー
キ
ン
グ
」
で
す
。
あ

な
た
の
飼
い
犬
の
「
マ
ー
キ
ン
グ
」
を
、
犬
の
習
性
だ
か
ら

と
野
放
し
に
す
る
の
は
や
め
、
飼
主
が
主
導
権
を
持
っ
た
散

歩
を
し
ま
し
ょ
う
！

自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
「
住
み
よ

い
ま
ち
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
住
民
が
み
ん
な
で
協
力
し
あ
い
、
住

み
よ
い
環
境
に
し
ま
し
ょ
う
。
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平成20年度から３年間の期間限定で提案公募

型補助事業を実施しています。この補助事業は、

みなさんが地域活性化のために新規に実施しよ

うとするイベントや事業に対し、毎年度テーマ

を決めて助成金を交付するものです。

地域の活性化に取り組もうとするあなたの一

歩に助成金で後押しをします。本年度は「地域

活性化」をテーマとして募集しますのでご応募

ください。

なお、事業採択は書類審査およびプレゼンテー

ションによる審査により決定します。

＜応募資格＞ 町内在住者および町内就業者５

名以上で構成される団体（ともに２年以上継

続して在住又は勤務していること）

＜助成金額＞ １団体50万円を上限とし、その

事業に必要な費用の範囲内で、町が認める内

容に限る。

＜採択方法＞ 事前の書類審査およびプレゼン

テーションにより審査委員会で選定します。

＜助成対象事業＞ 本年度のテーマ

「地域活性化事業」とし、新規に行う事業

＜募集期間＞

平成22年４月１日(木)から５月10日(月)まで

＜申請書提出先および問い合わせ先＞

勝浦町総務税務課地域連携係

（42）2511 ＩＰ050（3438）7148

＜必要書類等＞

助成申請書

企画書（事業内容、スケジュールおよび効

果等が記載されたもの）

収支予算書

団体員名簿（氏名、住所、連絡先等が記載

されたもの）

上記以外でプレゼンテーションに必要な書

類等は各自ご準備ください。

＜その他＞

事業の実施期間は平成22年度中

（決定日から平成23年３月20日まで）

事業実施がされなかった場合や申請時の目

的を逸脱した場合などは助成金の返還もあ

ります。

提案公募型補助事業助成金の概要 ≪あなたの一歩助成金≫

これまで公共的なサービスは、一般的に行政が提供するものとされていました。しかし、様々な社

会情勢の変化などにより、行政のみで対応していくことが難しくなりつつあり、住民のみなさんと行

政との協働によるまちづくりが不可欠となってきています。

このような中、町民のみなさんの地域力・情報力・実行力・発想力を十分に生かしたまちづくり事

業に対し、その一部を助成し、住民活動の活性化を図るとともに、その活動のアイデアや提案を、今

後のまちづくりへ利用反映させ、協働の地域社会づくりを進めていくために実施するものです。

提案公募型助成事業助成金
あなたの一歩をお手伝いします

～あなたの一歩助成金～

犬
の
散
歩
は
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
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平成22年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。

登録料 3,000円 注射料 3,000円

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。必ず受けるようにしてください。

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ

飼い犬は生涯に１回の登録と

毎年１回の狂犬病予防注射を

受けましょう。

狂犬病について

狂犬病は、現在日本では発生していません

が、外国では発生例が伝えられています。外

国からの輸入動物が多い現在、狂犬病も感染

する恐れがあります。

犬の生涯１回の登録

犬を飼い始めたときやまだ登録を受けてい

ない場合は、登録を受けましょう。

１度登録するとその犬の生涯に有効です。

死亡届と変更届

また、犬が死亡したときや犬の住所が変わっ

たときは最寄の市町村長を経由して知事に変

更届をすることが義務づけられています（違

反した場合は未登録、未注射と同様に罰則が

適用されます）。

毎年１回の狂犬病予防注射

狂犬病予防注射は、毎年１回受けなければ

なりません。（犬の体調が悪いとき、治療中

の病気があるときは、あらかじめ獣医師に相

談してください）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 42－1501
IP（代）050(3438)7148

月日 場 所 時 間

４

月

７

日

(水)

坂 本 黄 檗 橋 付 近 午前 ９:00～９:15

坂 本 郵 便 局 前 ９:20～９:35

坂本大師前停留所付近 ９:40～９:45

旧JA坂本事業所前 ９:50～10:05

与川内消防詰所前 10:15～10:25

旧JA与川内事業所前 10:30～10:40

勝浦町農村環境改善センター前 10:45～11:00

徳バス横瀬営業所前 11:05～11:20

横 瀬 集 会 所 前 11:25～11:40

J A 勝 浦 支 所 前 11:45～12:00

４

月

８

日

(木)

星谷運動公園公衆便所前 午前 ９:00～９:15

森 内 智 さ ん 宅 横 ９:25～９:35

勝 浦 会 館 前 ９:40～９:50

大森良樹さん宅南 ９:55～10:05

今 山 神 社 前 10:10～10:20

勝 浦 町 役 場 前 10:30～10:45

中 山 権 現 橋 付 近 10:55～11:10

中 山 消 防 詰 所 前 11:15～11:30

横 瀬 駐 在 所 前 11:35～11:50

旧ＮＴＴ勝浦支店前 11:55～12:05

４

月

９

日

(金)

石田悦子さん宅横 午前 ９:00～９:15

中 田 商 会 付 近 ９:20～９:30

古 山 商 店 横 ９:35～９:45

田 中 屋 食 堂 南 ９:50～10:00

J A 生 比 奈 支 所 前 10:05～10:20

農 村 婦 人 の 家 前 10:25～10:40

福山久江さん宅横 10:45～10:55

地 福 寺 入 口 11:00～11:10

生 名 東 林 庵 横 11:15～11:35

生 名 セ ン タ ー 前 11:40～11:55

平成22年度 狂犬病予防注射日程表
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ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期

間

四
月
六
日
(火)
～
十
五
日
(木)

運
動
重
点

春
の
交
通
安
全
運
動
で
は
、
新
入
学
児
童
等
に
対
す

る
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る

と
と
も
に
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
へ
の
移
行
に
伴
う
高
齢
者
の

交
通
事
故
情
勢
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、
～
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
～

を
運
動
の
基
本
と
す
る
。

推
進
事
項

◆
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

道
路
横
断
中
の
子
ど
も
や
高
齢
歩
行
者
及
び
自
転
車
乗
車
中

の
子
ど
も
や
高
齢
者
の
保
護
を
図
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

◆
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

交
通
事
故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の
防
止
・
軽
減
を
図
る
た

め
、
後
部
座
席
を
含
め
た
同
乗
者
全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正

し
く
着
用
さ
せ
よ
う
！
家
庭
や
職
場
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
正
し
い
着

用
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

◆
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

交
差
点
で
の
確
実
な
一
時
停
止
と
安
全
確
認
や
夜
間
に
お
け

る
前
照
灯
の
点
灯
な
ど
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
、
自

転
車
の
安
全
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

◆
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
悪
質
性
・
危
険
性
・
交
通
事
故
の

悲
惨
さ
を
認
識
し
、
地
域
、
職
場
、
家
庭
に
お
い
て
飲
酒
運
転

等
無
謀
運
転
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

◆
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
や
夜
間
が
重
大
交
通
事
故
の
多
発
時
間
帯
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
薄
暮
時
間
帯
に
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
行
う

と
と
も
に
、
緊
張
感
を
持
っ
た
運
転
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
始
ま
り
ま
す

より良い医療を、これからも

続けていくためには患者さんの

協力が必要です。

診察はできるだけ診療時間内

にお願いします。

※でも具合が悪い、痛い時は無理を

しないでご相談ください。

科 名
時間
曜日

診察
開始時間

受 付 科 名
時間
曜日

診察
開始時間

受 付

内 科
午前 ９:00から 11:30まで

小児科

午前 ９:00から 11:30まで

午後 13:30から 16:30まで
午
後

月曜 13:00から 14:30まで

外 科
午前 ９:00から 11:30まで 金曜 13:00から 15:30まで

午後 13:30から 16:30まで
リハビリ

午前 ８:40から 11:00まで

整形外科

午
前

火曜 10:00から 11:30まで 午後 13:00から 16:00まで

木曜 ９:30から 11:30まで ※医師の都合によって診察時間が
前後する場合があります。午後 ― ―

勝浦病院 診療開始時間と受付時間

医療は患者さんと医療者の信頼関係があって成り立っています。

より良い信頼関係を築くためにも次のような協力をよろしくお願いします。

全国的な医師・看護師不足により医療を取り巻く環境は大変な状況が続いています。

指を切った！救急車
で行ったらすぐに診
てくれるだろう。

軽症での救急車
の利用はやめま
しょう。

昼は仕事で忙しい。
夜も医者はいるみた
いだから夜に行こう。

医師が夜に病院に
いるのは救急の患
者さんのためです。

10時からの予約だったけ
ど遅れそう。連絡しなく
てもまあいいだろう。

検査内容によっては
医療者は待ちぼうけ。
なるべく予約時間は
守ってください。

夜中に電話で「1週間前
から便秘なんです。」
「微熱があるんですけど。」

昼間に受診できま
すよね。

休日に「薬が足りな
くなったんだけど」

薬は医師の指示のと
おりに飲んでくださ
い。自分の判断で多
く飲むのは危険です
ので、医師・薬剤師
と相談してください。

地域の医療を守るためご協力ください!
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後期高齢者医療制度 保険料率改定のお知らせ

保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成22年度及び

平成23年度の保険料率（被保険者均等割額・所得割率）が決定しました。

後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりに納めていただく保険

料は、公費や現役世代の支援金とともに大切な財源となります。

●保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。

保険料の上限は年額50万円です。

保険料＝被保険者均等割額43，990円＋｛（総所得金額－33万円）×所得割率8．03％｝

●保険料の軽減…所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、

次のとおり保険料が軽減されます。

8．03％（被保険者が所得に応じて負担）

所得割率

43，990円（被保険者全員が等しく負担）

被保険者均等割額

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応
じて、均等割額が世帯単位で軽減されます。

被保険者均等割額の軽減

世帯の所得額の合計
均等割額の
軽減割合

33万円以下 ８．５割

被保険者全員が年金収入
80万円以下で，その他の
所得がないとき

９割

33万円＋（24万5千円×世帯
主以外の被保険者数）以下

５割

33万円＋（35万円×被保険者
数）以下

２割

被保険者の基礎控除後の総所得金額等に応
じて、所得割額が軽減されます。

所得割額の軽減

基礎控除後の
総所得金額等

所得割の軽減割合

58万円以下 ５割

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・
国保組合以外の健康保険の被扶養者となって
いた方が対象となります。

被用者保険の被扶養者であった場合の軽減

均等割額 所得割額

９割軽減 負担なし

【お問合せ先】勝浦町総務税務課 （42）1503 IP（代）050（3438）7148

介護保険第１号被保険者の皆さんへ

◎特別徴収（年金から天引き）に該当される方
平成22年度の介護保険料額の算定は、６月に前年度所得が確定してからとなるため、４月、６月、

８月に特別徴収される介護保険料は仮算定として、平成22年２月の保険料と同額となっています。

(初めて特別徴収に該当される方の仮算定額は、平成21年度の保険料段階額の１/６となります。)

今年度の確定通知は７月に送付し、保険料額の変更がある場合は10月以降の保険料で調整を行い

ます。

年度前半（仮算定）と後半（本算定）の納付額に大きな差が生じる方に対して、今年度は６月と

８月の仮算定の保険料額を増減し、10月以降の本算定の保険料額との差を少なくする調整（特別徴

収額の平準化）を行う場合があります。この調整により10月以降に天引きされる保険料は所得段階

の変更などがないかぎり、ほぼ一定となります。調整した場合でも、しない

場合でも、当該年度に年金天引きされる保険料の年額は変わりません。

ご理解ご協力を頂きますようお願いいたします。

◎普通徴収（納付書・口座振替）に該当される方
普通徴収に該当される方の平成22年度分保険料は、前年度所得確定後に

保険料を決定し７月に通知します。

【お問い合わせ】 勝浦町福祉課介護保険係 （42）1502 IP（代）050（3438）7148
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手続きは、必ず 以内に役場受付窓口へ届け出ましょう!!

平成21年分の申告を済ませていない方は、 速やかに申告を済ませてください。

そ
の
他
の
届
け
出
が

必
要
な
と
き

退職医療制度の対象となったとき 印鑑・保険証・年金証書

勝浦町内で住所が変わったとき

印鑑・保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯分離や世帯合併をしたとき

修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑・保険証・在学証明書又は学生証

保険証をなくしたとき、あるいは破損して
使えなくなったとき

印鑑・身分を証明するもの
(破損したときは、その保険証)

国
保
を

や
め
る
と
き

他の市区町村に転出するとき 印鑑・保険証

職場の健康保険に入ったとき 印鑑・国保と職場の健康保険の両方の保険証

(後者が未交付の時は加入したことを証明するもの)職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑・保険証・死亡を証明するもの

生活保護を受けることになったとき 印鑑・保険証・保護開始決定通知書

こ ん な と き 届け出に必要なもの

国
保
に

加
入
す
る
と
き

他の市区町村から転入したとき 印鑑・他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印鑑・職場の健康保険の脱退証明書

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印鑑・被扶養者でなくなった証明書

子どもが生まれたとき 印鑑・保険証・母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑・保護廃止決定通知書

こんなときは国保へ届け出を！
春は引っ越しや就職のシーズンです。他の市区町村への転出や転入をしたとき、又、職場の健

康保険に入ったときややめたときなどは、お住まいの市区町村で国保の加入や脱退の手続きをし

なければなりません。こんなときに該当する方は、手続きをお早めに！

“倒産・解雇などによる離職”（特定受給資格者）や

“雇い止めなどによる離職”（特定理由離職者）をされた方へ
～ 平成22年４月から国民健康保険税が軽減されます ～

●軽減を受けるには？
申請が必要です。雇用保険受給資格者証と印鑑をご持参ください。

●対象者は？
離職の翌日から翌年度末までの期間において、

(1)雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などによる離職）

(2)雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによる離職）

として失業等給付を受ける方です。

●軽減額は？
国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。軽減は、前年の給与所得をその

30/100とみなして行います。

●軽減期間は？
離職の翌日から翌年度末までの期間です。

※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。

※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりますが、会社の健康

保険に加入するなど国民健康保険を脱退すると終了します。

●制度が始まる前の失業は対象外ですか？
制度が始まる前１年以内（平成21年３月31日以降）に離職された方は、平成22年度に限り

国民健康保険税が軽減されます。

※ただし、平成21年度の保険税は対象となりません。ご了承ください。



勝
浦
さ
く
ら
祭
り

四
月
四
日
(日)

人
形
文
化
交
流
館
に
て
開
催
！

生
名
ロ
マ
ン
街
道

夜
桜

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯

四
月
十
一
日
(日)
ま
で

扶養されてる方に、20歳以上の学生の方はいらっしゃいませんか？

「学生納付特例制度」をご存知ですか！
国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。

国民年金保険料を納めることが困難な学生の方には、本人の前年の所得が一定額以下の場合、

保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

■対象となる学生
大学(大学院)・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校

(知事の認可を受けている学校で修業年限が１年以上である課程) に在学する

20歳以上の学生で、学生本人の前年の所得が118万円以下であるとき。

■手続き
在学証明書または学生証の写し、年金手帳、印鑑をご持参の上、住民登録をしている市町村

役場国民年金担当窓口で申請してください。（毎年申告が必要です。）

■承認を受けた期間
学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合には、障害基礎年金また

は遺族基礎年金を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資

格期間に算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。

■保険料の追納制度
承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくな

ります。このため、これらの期間について10年以内であれば、あとから保険料を納付すること

ができる「追納制度」があります。なお、納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して３年度

目以降に保険料を追納する場合には、承認を受けた当時の保険料額に、経過期間に応じ政令で

定める額が加算されます。

学生納付特例期間の年金はどうなるの？

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います。
納 付 学生納付特例 未 納

障害基礎年金
遺族基礎年金
受給資格期間に

○
入ります

○
入ります

×
入りません

老齢基礎
年金

受給資格期間に
○

入ります
○

入ります
×

入りません

年金額に計算
○

されます
×

されません
×

されません
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洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
作
成
し
て
い
ま
し
た
、
勝
浦
川
洪
水
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
地
図
に
は
、
勝
浦
川
の
堤
防
を
越
え
た
洪
水
が
発

生
し
た
場
合
の
浸
水
予
測
図
と
、
町
内
の
土
砂
災
害
の
危

険
区
域
、
町
指
定
の
避
難
所
等
を
一
枚
の
地
図
に
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

ま
た
、
裏
面
に
は
様
々

な
災
害
時
に
役
立
つ
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
家
族
で
ご
覧

い
た
だ
き
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
縦
覧
台
帳
（
以
下
「
縦
覧
台
帳
」
と
い

う
）
を
、
無
料
で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
台
帳
で
土
地
・
家
屋
の
評
価
が
適
正
に
で
き
て

い
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
屋
を
新
築
、

増
築
、
取
り
壊
し
等
さ
れ
た
方
は
、
一
度
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

縦
覧
場
所

勝
浦
町
総
務
税
務
課

縦
覧
期
間

四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

平
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

Ｉ
Ｐ
(代)
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

勝
浦
川
洪
水
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

完
成
！
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22日 15日 ８日 １日 日

亀
山
看
護
師
長

正
瑞
薬
剤
師

坂
口
栄
養
士

内
科
医
師

担

当

生
活
に
つ
い
て

薬
に
つ
い
て

食
事
に
つ
い
て

糖
尿
病
に
つ
い
て

内

容

14

ん な 健の 康み

４月の保健行事
〈問い合わせ〉勝浦町福祉課保健師

（42）1502 I P (代) 050（3438）7148

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

16 金 １歳児・２歳児健康診査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成20年11月１日か
ら21年３月31日まで
に生まれた子
平成20年１月１日か
ら３月31日までに生
まれた子

母子健康手帳

17 土 男 の 料 理 教 室 9:30～14:00
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員
エプロン
筆記用具

20 火 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

22 木 愛 育 班 連 絡 協 議 会 9:30～14:00
住 民 福 祉
セ ン タ ー

愛育班長
エプロン
筆記用具

23 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成21年10月１日か
ら平成22年２月28日
までに生まれた子

母子健康手帳

◎
整
形
外
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

四
月
か
ら
整
形
外
科
の
診
察
日
が
火
曜

日
と
木
曜
日
の
週
二
日
に
な
り
ま
す
。

受
付
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
な
お
、
四
月
二
十
日
(火)
は
医
師
の
都
合

に
よ
り
休
診
と
な
り
ま
す
。

◎
糖
尿
病
教
室

四
月
の
予
定

《
い
ず
れ
も
木
曜
日
》

場

所

勝
浦
病
院
二
階

多
目
的
室

時

間

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無

料

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ勝

浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
４
１

木曜火曜曜
日

11時30分

まで

午

前

外
科
休
診

外
科
診
察

午

後

産業別最低賃金

紡績、織物業
時間額 652円

（効力発生日 平成15年12月21日）

造作材･合板･建築用組立材料製造業

時間額 770円
（効力発生日 平成21年12月21日）

はん用機械器具、生産用機械器具
業務用機械器具製造業

時間額 791円
（効力発生日 平成21年12月26日）

電子部品・デバイス・電子回路
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

時間額 746円
（効力発生日 平成21年12月21日）

徳島県最低賃金 時間額 6 3 3円（効力発生日 平成21年10月1日）

労働者 みんなの 最賃

必ずチェック 最低賃金！ 使用者も労働者も

���
���

���
���

���
���

���
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勝浦病院における定期予防接種について

実施月 通年（４月～３月）

予防接種の
予約

希望日の１週間前までに電話で予約をしてください。
予約の申し込み時間は 月～金曜日の午後３時～５時
勝浦病院 （42）2555 ＩＰ 050（3438）7441

内容と時間

小児科 月曜日：午前10時～午後３時

①ＢＣＧ ②ジフテリア・破傷風二種混合
③ジフテリア・百日咳・破傷風三種混合
④麻しん・風しん混合 ⑤日本脳炎

徳島県広域化
予防接種について

接種希望される方は
勝浦町役場福祉課へ

お問い合わせください。

〔問い合わせ〕
勝浦町役場 福祉課保健師
（42）1502
ＩＰ 050（3438）7148

麻しんは幼児期早期にかかることが多いため、お母さんからの免疫がなくなる生後12月以降なるべ

く早期に、１期の接種を受けましょう。なお、麻しん風しんの３期・４期は、平成20年度から５年間

の措置です。（22年度の対象者は、平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）

注１：麻しんおよび風しんについて同時に行う１期、２期、３期又は４期の予防接種は、

麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）で行います。

注２：麻しん又は風しんのどちらかにかかったことが明らかな場合は、かかっていないワクチンを

用いても麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）を使用しても差し支えありません。

予防接種の
スケジュール表

19
歳

18
歳

17
歳

16
歳

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

ジフテリア（Ｄ）
破傷風（Ｔ）

２期
（ＤＴ）

麻しん（はしか）（Ｍ）
風しん（Ｒ）
（ＭＲ・Ｍ・Ｒ）

注１）・注２）

13歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（中学１

年生に相当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（高校３

年生に相当する年齢の者）

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年
間（いわゆる幼稚園、

保育所等の年長児）

厚生労働省ならびに県健康増進課からの通知で、マウス脳による製法の日本脳炎ワクチンの使用

期限が３月９日で終了しました。今後は、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン（平成22年６月２日から

実施のワクチン）のみの接種となります。

しかし、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンによる定期の第２期（９歳以上13歳未

満の者）については“使用経験が少なく第２回目の追加免疫以降の有効性安全性

が確立されていない”ことから、予防接種規則第16条に規定する、第２期の予防

接種に使用するワクチンには位置づけていないことから接種できません。

現在、有効性や安全性に関する知見の集積を、厚生科学審議会感染症部会予防

接種部会日本脳炎に関する委員会で検討がされています。また、接種の機会を逃した児への対応等

を含めた日本脳炎予防接種について、今夏までに検討を行うことになっているとのことです。

第２期に該当される人は、当面接種ができませんので注意をしてください。

また、情報が入り次第かつうら広報等でお知らせします。

日本脳炎ワクチン接種について 第２期対象者へのお知らせ

定期予防接種について

ただし定期接種以外は、任意接種となり料金が実費となります。
ジフテリア･破傷風 4,500円 麻しん･風しん １期･２期 9,950円 ３期･４期 9，230円接種料金：無 料

持参するもの：予診票（押印のこと）、母子健康手帳、予防接種手帳 等
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今
日
も
、
教
室
で
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

人
が
い
る
。
そ
の
人
は
、
い
つ
も
教
室
の

片
隅
で
好
き
な
本
を
読
ん
で
、
周
り
の
人

の
声
を
聞
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
誰

か
に
悩
み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
も
な
く
、

誰
か
ら
励
ま
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
心
を

閉
ざ
し
、
重
く
つ
ら
い
一
日
が
早
く
過
ぎ

去
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
本
を
読
ん
で

い
る
。

そ
の
人
は
、
小
学
四
年
生
の
時
の
僕
で

す
。
い
じ
め
は
と
て
も
卑
劣
で
、
卑
怯
な

こ
と
で
す
。
今
考
え
て
も
、
な
ぜ
い
じ
め

ら
れ
た
の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の

時
も
、「
も
し
か
す
る
と
自
分
が
そ
の
子
た

ち
に
何
か
を
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
い
や

な
こ
と
を
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
。
僕

自
身
に
ダ
メ
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
し
ょ

う
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
・
・
。」
と
考
え
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
道
徳
の
授
業
や
そ

の
時
の
先
生
の
言
葉
を
考
え
て
い
る
内
に
、

い
じ
め
は
理
由
が
あ
る
か
ら
起
こ
る
の
で

は
な
く
て
、
す
る
人
が
い
る
か
ら
起
こ
る

の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
も
、
容
赦
な
く
降
り
か
か
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
人
の
生
ま
れ
も
っ
た
身

体
や
名
前
の
こ
と
に
つ
い
て
様
々
な
悪
口

を
言
わ
れ
た
り
、
勝
手
な
理
由
で
暴
力
を

振
る
わ
れ
た
り
す
る
最
悪
の
行
為
で
す
。

な
ぜ
い
じ
め
た
の
か
・
・
。
そ
ん
な
こ
と

は
理
解
で
き
な
い
し
、
考
え
た
く
も
あ
り

ま
せ
ん
。

い
じ
め
は
、
同
世
代
の
集
団
の
中
で
お

こ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
集
団
の
中
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
は
、
大
人
の
人
た
ち
は
気
づ

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
人
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、

親
や
先
生
な
ど
大
人
に
は
言
い
ま
せ
ん
。

い
や
、
言
え
ま
せ
ん
。
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
言
っ
た
ら
、
い
じ
め
て
い
る
人

は
叱
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
、
よ
り
一
層
い

じ
め
が
ひ
ど
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恐

れ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
そ
の
時
僕
は
、
思
い
切
っ
て
先

生
に
相
談
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

僕
の
担
任
だ
っ
た
先
生
は
、
と
て
も
正
義

感
の
強
い
人
で
、
話
を
最
後
ま
で
聞
い
て

く
れ
、
重
く
受
け
と
め
て
く
れ
る
人
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
先
生
に
話
し
た
時
、
先
生

は
と
て
も
驚
い
た
様
子
で
、「
気
づ
か
な
く

て
す
ま
な
か
っ
た
。」
と
言
い
ま
し
た
。
無

理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
じ
め
の
内
容
は
、

自
分
の
持
ち
物
を
隠
さ
れ
た
り
、
変
な
内

容
の
手
紙
が
机
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
り
す

る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
そ
れ
以
降
僕
に
対
す

る
い
じ
め
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
日
も
ど
こ
か
で
、
誰
か
が
い
じ
め
に
遭
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
・
・
と
い
う
不
安

が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

中
学
二
年
生
に
な
っ
て
、
道
徳
の
授
業

で
「
心
や
さ
し
い
子
ど
も
た
ち
へ
」
の
学

習
を
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
が
原
因
で
自

ら
の
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
大
河
内
清
輝

君
の
ご
両
親
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
子
ど
も

た
ち
が
い
じ
め
に
よ
っ
て
苦
し
い
思
い
を

し
、
命
を
絶
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
い

う
願
い
を
込
め
て
、
自
ら
の
思
い
を
綴
っ

た
も
の
で
す
。
清
輝
君
は
長
い
間
い
じ
め

を
受
け
続
け
、
遺
書
だ
け
を
残
し
て
、
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。
同
級
生
の
人
か
ら

二
年
以
上
も
の
間
い
じ
め
を
受
け
続
け
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
の
リ
ン
チ
や
数
万
円

単
位
の
金
額
の
巻
き
上
げ
な
ど
、
と
て
も

凶
悪
な
も
の
で
し
た
。
彼
は
家
族
に
相
談

で
き
な
い
ま
ま
、
周
り
の
人
か
ら
助
け
ら

れ
な
い
ま
ま
、
二
年
以
上
も
過
ご
し
続
け

た
の
で
し
た
。
ど
ん
な
に
苦
し
い
時
間
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、
言
葉
も
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
死
を
選
ん
だ

こ
と
は
、
本
人
に
と
っ
て
も
残
さ
れ
た
人

た
ち
に
と
っ
て
も
、
本
当
に
悔
し
さ
ば
か

り
が
残
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
周

り
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
い
た
は
ず
な
の

に
、
な
ぜ
清
輝
君
を
助
け
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
の
か
・
・
。
彼
が
い
じ
め
ら
れ

て
い
る
の
を
同
級
生
の
人
た
ち
は
、
な
ぜ

見
て
見
ぬ
ふ
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

僕
は
、
先
生
に
打
ち
明
け
た
時
に
、
自

分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
く
れ
た
こ
と
が
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

も
う
い
じ
め
が
無
く
な
る
と
思
う
と
、
心

の
底
か
ら
安
心
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
僕
は
、
つ

ら
い
気
持
ち
を
抱
え
て
い
る
人
に
声
を
か

け
、
助
け
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
と
接
す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
や
わ
ら

ぐ
と
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
じ
め
は
、
同
世
代
の
集
団
の
中
で
起

こ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
い
じ
め
が
起
こ
っ

た
時
、
一
番
早
く
気
づ
き
、
一
番
力
に
な

れ
る
の
が
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
人
で
あ
り
、

同
じ
学
年
の
人
だ
と
思
い
ま
す
。
ほ
ん
の

少
し
、
ク
ラ
ス
や
学
年
の
人
た
ち
が
勇
気

を
だ
す
こ
と
で
、
い
じ
め
は
無
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
僕
は
そ
ん
な
勇
気
の
あ
る
人

間
に
な
り
た
い
で
す
。

人
の
心
を
深
く
傷
つ
け
、
時
に
は
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
道
を
選
ば
せ
て
し
ま
う
、

そ
ん
な
卑
劣
な
行
為
を
許
さ
な
い
仲
間
で

あ
り
た
い
。

16

今
日
も
ど
こ
か
で
・
・
・

平
成
二
十
一
年
度

全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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17

か
つ
う
ら
柳
壇

井

上

博

選

無
理
す
な
と
息
子
案
じ
て
く
れ
て
い
る

立
川

前

田

千

恵

無
駄
使
い
し
な
い
つ
も
り
の
癖
が
出
る

横
瀬

西

蔭

達

男

胸
は
っ
て
嫁
も
み
や
げ
の
里
帰
り

横
瀬

桜

木

千

代

無
料
に
は
一
寸
疑
う
余
地
が
あ
り

横
瀬

西

蔭

達

男

無
理
せ
ず
に
出
来
る
範
囲
で
助
け
合
う

横
瀬

日

下

美

里

結
ば
れ
て
六
十
年
が
夢
の
間
に

横
瀬

前

田

好

月

む
つ
か
し
い
事
は
さ
け
た
い
老
い
の
道

星
谷

谷
崎
ツ
ヤ
子

胸
の
内
さ
さ
や
か
な
夢
ふ
く
ら
ま
す

横
瀬

日

下

美

里

無
駄
使
い
や
っ
ぱ
り
し
て
る
八
十
路
で
す

横
瀬

中

田

万

里

む
っ
と
し
て
出
そ
う
な
言
葉
腹
へ
呑
み

横
瀬

前

田

好

月

無
の
心
今
年
の
ん
び
り
暮
し
た
い

横
瀬

中

田

万

里

む
か
つ
く
と
三
才
の
児
が
お
お
さ
わ
ぎ

横
瀬

呑

口

久

子

む
だ
話
し
て
気
心
が
分
か
り
だ
す

棚
野

殿

川

早

苗

眼
鏡
か
け
と
か
く
他
人
は
無
責
任

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

免
許
証
う
れ
し
い
安
全
神
だ
の
み

星
谷

谷
崎
ツ
ヤ
子

メ
ッ
セ
ー
ジ
残
し
て
孫
は
出
か
け
て
る

横
瀬

呑

口

久

子

面
接
が
済
ん
で
も
職
が
決
ま
ら
な
い

立
川

前

田

千

恵

〈
評
〉
最
近
の
不
況
は
長
過
ぎ
る
。
企
業
の
利
益

追
求
も
厳
し
く
難
し
い
世
の
中
だ
。
働
く
場
所

が
少
な
く
就
職
が
難
し
い
。
分
け
合
っ
て
で
も

生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

メ
ロ
メ
ロ
に
な
っ
て
孫
抱
く
頑
固
パ
パ

横
瀬

桜

木

千

代

〈
評
〉
家
の
孫
は
本
当
に
可
愛
い
。
ど
の
家
庭
で

も
同
じ
と
思
う
が
メ
ロ
メ
ロ
の
様
子
。
日
頃
頑

固
な
パ
パ
も
同
じ
だ
。
し
っ
か
り
可
愛
が
っ
て

育
て
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

無
我
夢
中
越
え
て
来
ま
し
た
茨
道

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

〈
評
〉
ど
の
人
も
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
や
生
き
方
を

持
っ
て
生
き
続
け
て
い
る
。
や
が
て
出
産
や
子

育
て
で
苦
労
を
重
ね
て
過
ぎ
て
行
く
。
こ
れ
が

人
間
誰
も
通
る
道
だ
。
頑
張
ろ
う
。

未
来
図
も
名
案
も
な
く
年
重
ね

横
瀬

呑

口

久

子

色
に
惚
れ
ひ
と
口
噛
め
ば
渋
い
柿

横
瀬

西

蔭

達

男

イ
ン
フ
ル
に
楽
し
み
取
ら
れ
進
む
酒

星
谷

谷
崎
ツ
ヤ
子

里
帰
り
浦
島
太
郎
と
な
り
ま
し
た

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

ま
あ
い
い
さ
明
日
が
あ
る
と
寝
て
し
ま
う

横
瀬

中

田

万

里

不
況
風
諸
に
か
ぶ
っ
て
い
る
庶
民

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

百
歳
で
踊
る
人
見
て
我
れ
も
又

横
瀬

前

田

好

月

幼
な
じ
み
思
い
出
す
の
は
若
い
頃

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

無
視
さ
れ
て
い
じ
め
の
予
感
部
屋
の
隅

横
瀬

桜

木

千

代

杯
交
し
労
を
ね
ぎ
ら
う
年
の
暮

星
谷

谷
崎
ツ
ヤ
子

ほ
ど
ほ
ど
と
言
う
物
差
し
を
母
は
持
つ

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

八
十
を
迎
え
亡
夫
の
倍
も
生
き

立
川

前

田

千

恵

生
き
が
い
は
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

横
瀬

日

下

美

里

句
作
り
で
脳
ト
レ
惚
け
が
少
し
の
び

横
瀬

前

田

好

月

故
郷
の
風
あ
た
た
か
い
失
意
の
日

横
瀬

中

田

万

里

八
十
の
朝
を
迎
え
て
深
呼
吸

立
川

前

田

千

恵

出
合
系
サ
イ
ト
の
闇
に
光
る
罠

生
名

岩

本

敏

子

文
明
の
利
器
が
招
い
て
い
る
悲
劇

生
名

岩

本

敏

子

初
な
り
の
苺
を
嫁
は
亡
き
父
に

横
瀬

呑

口

久

子

〈
評
〉
ど
こ
の
家
も
珍
し
い
も
の
は
一
番
に
ご
先

祖
さ
ま
へ
。
家
の
家
風
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ご
先
祖
さ
ま
も
さ
ぞ
お
喜
び
だ
と
思
う
。
こ
ん

な
習
慣
は
続
け
た
い
も
の
だ
。

来
る
年
の
夢
膨
ら
ま
し
日
の
出
ま
つ

横
瀬

西

蔭

達

男

〈
評
〉
元
日
の
朝
日
を
拝
む
の
は
よ
い
習
慣
だ
。

し
か
も
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
か
。
新
年

で
良
い
年
迎
え
た
い
と
胸
膨
ら
ま
せ
て
の
お
祈

り
。
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

事
も
な
く
今
年
も
過
ぎ
て
感
謝
す
る

横
瀬

日

下

美

里

〈
評
〉
災
が
あ
っ
て
は
大
変
だ
が
無
事
に
事
な
く

過
ぎ
た
今
年
。
家
族
共
ど
も
無
事
に
過
ぎ
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
じ
っ
く
り
と
噛
み
し

め
て
新
年
を
迎
え
た
い
も
の
だ
。

雑

詠

次
回
作
品
募
集

四
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

五
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

秀

句

「
む･

め
」
よ
り
始
め
る

題

秀

句

四
月
・
五
月
の
猟
銃
等
講
習
会
日
程

・
経
験
者
講
習

４
月
14
日
(水)

三
好
警
察
署

４
月
22
日
(木)

阿
南
警
察
署

５
月
13
日
(木)

徳
島
北
警
察
署

５
月
26
日
(水)

美
馬
警
察
署

・
初
心
者
講
習

※
５
月
は
あ
り
ま
せ
ん

４
月
21
日
(水)

徳
島
西
警
察
署

・
年
少
資
格
認
定
講
習

５
月
19
日
(水)

小
松
島
警
察
署

犯
罪
被
害
で
心
に

悩
み
な
ど
あ
る
方
は
、

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

小
松
島
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

古紙の回収にご協力を!

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

２日(金)

16日(金)

立川・中山

横瀬・坂本

原則第１・３金曜日ただし祝
祭日やお盆は変更しています。

ご注意ください。

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

13日（火） 中 山 中 山 集 会 所 前

20日（火） 立 川 前田さん宅前ごみフェンス横

27日（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

分別ステーション設置地区は、毎日出すこと

ができますが、年末年始等の連休には集中しな

いように計画的に出してください。

ごみは正しく
出して美しい町を
つくりましょう

指定場所と４月・５月の受取日時

１.指定場所（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫

２.受取日時 ３月28日(日)～４月２日(金)

５月２日(日)～７日(金)

午前８時30分～午後５時

１.指定場所（横瀬）勝浦町民体育館裏

リサイクル保管庫

２.受取日時 ４月４日(日)～９日(金)

５月９日(日)～14日(金)

午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠します。

絶対、保管庫の外に古紙を置かないようにしてください。

古紙の出し方

ガムテープなどは使わず、ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
「広報かつうら」のようなものは雑誌へ

新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。

③古本・雑誌・紙
同じ種類に分ける。厚い表紙は破って段ボールへ

ビニール封筒に入った雑誌などは、ビニール

封筒をはずす。

ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

出してはいけない物（禁忌品）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP(代)050（3438）7148

日 時 ４月15日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの

８日(木)

22日(木)

※登録している犬の場合は印鑑と鑑札が必要です。

不用犬引き取り日
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４
月
の
行
事

★おはなし会

25日(日) 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください。

・ブライダルウォ－ズ

・ナイトミュージアム ２

・ベガスの恋に勝つルール

・スポンジボブ

・ウルトラマンメビウス新着DVD

血 戦 楡 周 平

ナニカアル 桐 野 夏 生

深重の橋 上・下 澤田ふじ子

幸せ上手 渡 辺 淳 一

スギハラ・ダラー 手 嶋 龍 一

銀河に口笛 朱 川 湊 人

星が吸う水 村田沙耶香

虚 国 香 納 諒 一

麗しき花実 乙川優三郎

ももこのまんねん日記 さくらももこ

神様のカルテ 夏 川 草 介

感応連鎖 朝倉かすみ

冥 談 京 極 夏 彦

さようなら、私の嘘 ヒキタクニオ

愛しいひと 明 野 照 葉

獣の奏者 １～４ 上橋菜穂子

ロスト・シンボル ダン・ブラウン

農！黄金のスモールビジネス 杉 山 経 昌

おうちでできるシュタイナーの子育て

クレヨンハウス編

のびのび子育て 月刊クーヨン編

新 着 図書 の一 部紹 介

《児童書》

おなかのすいたバッタのトト 得 田 之 久

まんまるがかり おくはらゆめ

ピヨピヨもりのゆうえんち 工藤ノリコ

でんしゃはうたう 三宮麻由子

おじいさんのいえ 植 垣 歩 子

ねえママ、どうしてきょうりゅうは

がっこうへいかないの カンタン・グレバン

しずかにここはどうぶつのとしょかんです
ドン・フリーマン

アンジェリーナのバースデイ
キャサリン・ホラバード

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

メアリー・ノートンの
小人の冒険シリーズ 全５巻

イギリスの古風な家の床下に住む小人の

一家。暮らしに必要なものはすべてこっそ

り人間から借りていましたがある日その家

の男の子に姿を見られてしまいます。

県立図書館協力車の巡回が４月から毎週火曜日に変更になります。どうぞ御利用ください。

「借りぐらしのアリエッティ」

スタジオジブリ最新作原作本
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交流講座の申し込み
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ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

まちのうごき
平成22年２月16日～３月15日（敬称略）

休日年金相談
日 時 ４月10日(土)

午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南年金事務所
持参物 年金手帳・年金証書等

時間延長年金相談
日 時 毎週月曜日

午前８時30分～午後７時
場 所 徳島南年金事務所
持参物 年金手帳・年金証書等

☆年金に関する電話での相談は、

「ねんきんダイヤル」で承ります。

0570（05）1165（IP電話･PHS）03（6700）1165

☆「ねんきん定期便」に関する電話での相談は、

「ねんきん定期便専用ダイヤル」で承ります。
（「ねんきん特別便」に関するお問い合わせについて
もお受けいたします。）

0570（058）555（IP電話･PHS）03（6700）1144

年 金 相 談

善意ありがとうございました
平成22年２月16日～３月15日

坪 井 泰 博 さん（中 山）

坪 井 俊 雄 さん（横 瀬）

中 根 淳 二 さん（星 谷）

以上の方から善意銀行に善意がよせられ

ました。ありがとうございました。

人 口（平成22年２月28日現在）

世帯数 2,166戸

男性 2,928人

女性 3,136人

計 6,064人

出 生 男 ２人 女 ０人 計 ２人

死 亡 男 ６人 女 ３人 計 ９人

転 入 男 ２人 女 ６人 計 ８人

転 出 男 ６人 女 ５人 計 11人

おくやみ申します

大字中角字長田 陽 地 顯（76歳）

大字棚野字山蔭 東 山 典 子（81歳）

大字生名字中道 早 川 徹（85歳）

お誕生おめでとう

大字生名字石垣 ）丸 山 伸 章
麻 美

長男 智
とも

寛
ひろ

大字沼江字西谷 ）西 谷 拓 馬
早 由 里

長男 太
た

良
ろう

大字久国字馬場 ）信 政 泰 史
奈 美

長女 綾
あや

花
か

日 時 ２日(金) ･９日(金) ･16日(金) ･23日(金)

午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

内 容 人権・行政・厚生・福祉

※相談日以外でも予約は承ります。 (42)4652

心配ごと相談

当講座は、勝浦会館において当地域と近隣地

域の方々が、それぞれの講座の中で親ぼく・交

流を深め人権問題に対する理解と認識を高めて

いくことを目的としています。この趣旨をご理

解いただき、多数の方のご参加をお待ちしてお

ります。

申 込 先 勝浦会館（申込用紙は、会館にあります）

開 講 ５月から

開講予定 大正琴・陶芸・踊り・習字

生け花・歌謡・着付け

(注) 参加者が少ない場合や講師の都合で開講でき

ない場合もありますので、お含みください。

各教室には材料費等が必要です。申し込み時

にお尋ねください。

問い合わせ先

勝浦会館 （42）3305・IP 050（3438）8631
mail:kaikan@town.katsuura.tokushima.jp

勝浦会館
から

４月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時
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